
専務取締役　丸山長宏氏
手にしているのは、瑞穂オリジナル商品「SUVÉ」（スーブ）。
洗顔やボディーウォッシュに使うデザイン性の高いスキンケアブラシ

ホームページでは製造の様子を動画でも配信している。
瑞穂の化粧筆（メークブラシ）はメークアップアーティストから
も高い評価を受ける。価格はチークブラシで3000円から。

ブラシは穂先が命。職人が手作りする。女性も
多い

熊野筆とは
　熊野では、毛筆、画筆、化
粧筆等を手作業で製造。全
国一の筆の生産量を誇り、
海外にも輸出されている。熊
野筆とそのブランドマークの
団体商標は熊野筆事業協
同組合が所有している。
　女子サッカーの「なでしこ
JAPAN」が国民栄誉賞を受
賞した際、熊野筆（化粧筆）
が贈られたことでも有名に
なった。

代表取締役社長　尺田泰史氏

瑞穂のIT活用の取り組み
2012年～2013年

進捗や利益状況を把握し、的確な手を

2011年

事業や商品が多
岐にわたり動きを
把握しきれない…➡

事業承継に不安

〈生産管理〉
•「S-DBRツール」を
　導入
・納期に対する進捗度を管理
・できるだけ現場の自主性を
・ボトルネックの工程に注目

〈経営の見える化〉
•販売管理システムに
直接原価を入力
→粗利の把握
　シミュレーション等

•「マイツール」の導入
→データの集計や検
索に活用

•現場改善
　「5S」から
　スタート

事業承継への見える化事業承継への見える化

納期から見た
3段階管理

赤は指示、
黄色は注意、
緑は現場に任せる

「戦略的経営分析シミュレーション」

　
「
そ
の
伝
統
技
術
で
化
粧
筆
を
作
っ
て

も
ら
え
な
い
か
」
―
50
年
ほ
ど
前
、

著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
足
を
運
ん
だ
の
が
「
筆
の
町
」
広
島

県
の
熊
野
町
で
あ
る
。
書
道
や
絵
画
用

の
伝
統
的
な
毛
筆
づ
く
り
技
術
は
、
海

外
で
も
評
価
さ
れ
る
化
粧
筆
づ
く
り
に

活
か
さ
れ
た
。
熊
野
町
は
国
内
の
化
粧

筆
生
産
を
ほ
ぼ
独
占
。
組
合
に
登
録
し

て
い
る
事
業
者
数
は
約
１
０
０
社
、
町

人
口
の
約
１
割
、
1
5
0
0
名
は
筆
の

仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
「
毛
筆
業
者
は
小
規
模
事
業
者
が
多

く
、
職
人
技
術
と
事
業
の
承
継
が
課
題
。

稼
働
率
は
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
化

粧
筆
は
従
業
員
を
雇
用
し
、
大
手
化
粧

品
メ
ー
カ
ー
へ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
や
自
社

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
と
、
会
社
組
織

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
で〝
競

争
〞が
発
生
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
化
粧
筆
で
事
業
を

伸
ば
す
瑞
穂
の
尺
田
泰
史
社
長
で
あ

る
。
社
内
で
は
熟
練
し
た
職
人
と
後
を

追
う
若
年
の
職
人
が
丁
寧
に
手
作
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
。

　

近
年
は
、「
依
頼
さ
れ
た
既
製
品
を

き
ち
ん
と
作
る
だ
け
で
は
置
い
て
き
ぼ

り
に
な
り
ま
す
。
提
案
力
を
い
か
に
持

つ
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

会
社
設
立
か
ら
30
年
を
迎
え
よ
う
と

し
た
２
０
０
７
年
、
瑞
穂
に
も
事
業
承

継
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
た
。
後
継
者

と
な
る
専
務
取
締
役
の
丸
山
長
宏
氏

（
尺
田
社
長
の
義
理
の
息
子
に
あ
た
る
）

へ
の
、
承
継
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。

　

丸
山
専
務
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
当
社
の
事
業
構
成
は
、
入
社
前
の

主
力
で
あ
っ
た
①
国
内
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
加
え
、

あ
ら
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
経
て
、
②
海

外
Ｏ
Ｅ
Ｍ
、③
④
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
国

内
・
海
外
各
事
業
と
４
事
業
に
分
化
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
百
貨
店
催
事
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
、
２

０
０
８
年
か
ら
海
外
見
本
市
に
継
続
出

展
し
ロ
シ
ア
か
ら
大
口
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
受
注

す
る
な
ど
、
取
引
が
多
様
化
し
て
き
ま

し
た
。
商
品
数
や
顧
客
が
増
え
る
と
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
交
通
整
理
が
必
要
に
な

り
、
ま
た
事
業
の
利
益
構
造
な
ど
を
正

確
に
把
握
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
」

　

尺
田
社
長
は
「
体
で
覚
え
ろ
と
い
う

タ
イ
プ
」
と
い
う
が
、
同
じ
や
り
方
で

は
前
に
進
め
な
い
。

　

そ
の
際
に
着
目
し
た

の
が
Ｉ
Ｔ
だ
っ
た
。

　

丸
山
専
務
は
「
４
つ

に
多
角
化
し
た
事
業
経

営
を
わ
れ
わ
れ
次
世
代

経
営
層
３
名
（
専
務
、

社
長
長
女
、
二
女
）
で

モ
ノ
に
す
る
に
は
、Ｉ

Ｔ
の
活
用
が
不
可
欠
。

な
ん
と
か
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
現
状
を
見
え

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
考
え
た
。
そ
し

て
２
０
１
１
年
、
交
流
の
あ
っ
た
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
中
国
本
部
の
勧
め

で
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
の

専
門
家
派
遣
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

瑞
穂
は
Ｉ
Ｔ
Ｃ
慶
徳
晴
司
氏
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
も
と
、

ま
ず
業
務
の
棚

卸
・
５
Ｓ（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清

潔
・
躾
）に
取
り
組

む
。そ
の
後
、生
産

の
進
捗
管
理
、事

業
ご
と
の
利
益
の

見
え
る
化
な
ど
を
進
め
た
。

　

慶
徳
氏
が
心
が
け
た
の
は
、「
現
場
の

自
主
性
を
大
切
に
し
、
お
金
を
か
け
ず

に
未
来
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
Ｉ

Ｔ
活
用
」
だ
。
例
え
ば
工
程
管
理
に
つ
い

て
は
全
工
程
を
逐
一
記
録
す
る
の
で
は
な

く
、
納
期
か
ら
逆
算
し
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
る
工
程
に
着
目
し
た
管
理
を
提
案

し
た
。（
下
図
、Ｓ-

Ｄ
Ｂ
Ｒ
ツ
ー
ル
）

　

利
益
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
売
上

デ
ー
タ
は
あ
っ
た
が
、
原
価
と
有
機
的

に
つ
な
げ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
既
存

の
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
に
原
価
を
入
力

し
て
デ
ー
タ
分
析
を
行
え
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
無
料
の
ツ
ー
ル（「
マ
イ
ツ
ー

ル
」）に
よ
る
集
計
な
ど
も
進
め
た
。

　

投
資
額
は
わ
ず
か
だ
っ
た
が
効
果
は

大
き
か
っ
た
。
丸
山
専
務
は
次
の
よ
う

に
打
ち
明
け
る
。

　
「
事
業
ご
と
の
粗
利
率
も
明
白
に
な

り
、
価
格
交
渉
や
原
価
削
減
、
さ
ら
に

ど
の
分
野
に
力
を
入
れ
る
べ
き
か
な
ど
、

経
営
判
断
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　

ま
た
Ｉ
Ｔ
導
入
の
過
程
で
は
キ
ー
社

員
層
で
あ
る
正
社
員
全
員
参
加
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し

た
結
果
、
仕
事
へ
の
興
味
や

参
加
意
識
が
高
ま
っ
た
と
い

う
。

　
「
４
つ
の
事
業
を
動
か
す
な
か
で
、
自

分
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
ど
う
作
る
か
が

課
題
で
し
た
が
、
今
回
の
Ｉ
Ｔ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
、

と
い
う
自
信
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
」

　

丸
山
専
務
は
事
業
承
継
へ
の
確
か
な

手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
よ
う
だ
。
尺
田

社
長
は
、
で
き
る
だ
け
口
を
挟
ま
ず
、

そ
の
姿
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
製
造
技
術
の
伝
承
や
多
能
工

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
伝
統
に
甘

ん
じ
な
い
挑
戦
の
姿
勢
は
瑞
穂
の
可
能

性
を
さ
ら
に
引
き
出
す
は
ず
だ
。

多
様
化
す
る
商
品
と
販
路

次
世
代
経
営
者
の
悩
み
と
は

デ
ー
タ
を
有
機
的
に
連
携

見
え
る
こ
と
が
自
信
を
生
む

サポーター紹介

　大手自動車メーカーに勤務後、独立して経営コンサ
ルタントとして活動。中小企業の経営戦略や生産管理
には特に力を入れている。
　現在は中小企業基盤整備機構中国支部のCIO育成
チーフアドバイザも務めている。
　瑞穂へは、機構の専門家派遣で2年間支援し、その
後は個別契約にてサポートを継続中だ。
　慶徳氏のモットーは「お金や工数をあまりかけずに
効果を見出していくIT活用の指南」。既存システムの活
用や分析ツールの導入で、必要な数値を取り出せるよ
うアドバイスを行った。
　丸山専務は「隠れていたものが見え、社内のモチ
ベーションも上がってきました。引き続き相談していき
たい」と笑顔で話す。
　慶徳氏は、「伝統工芸を手掛け地域で雇用を確保さ
れている瑞穂さんは、地域からの期待も大きいと言え
ます。事業承継モデルとしてさらに良い会社になってほ
しい」と期待を込める。

ITコーディネータ・
中小企業診断士
慶徳晴司氏

　

瑞穂は、中小企業IT経営力大賞2014にて全国商工会連合会会長賞を受賞しました。

会 社 概 要

●設立：1980年
●従業員数：34名
●事業内容：化粧筆・洗顔筆・ネイルデザイン用筆・

画筆の製造及び販売
●ＵＲＬ：http://www.mizuho-brush.com/
●オンラインショップ：http://mizuhobrush-shop.com/

有限会社 瑞穂
広島県安芸郡熊野町萩原2丁目7-35 

世
界
で
評
価
さ
れ
る
化
粧
筆
の
次
期
戦
略
は
？

Ｉ
Ｔ
活
用
が
築
く
事
業
承
継
の
基
盤

広
島
県
熊
野
町
・
化
粧
筆
製
造
販
売　

瑞
穂
の
場
合

データ活用事例❶
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